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ビーズコート無機
ビーズコートF
ビーズウォールSi
ビーズコートSi
ビーズコート
汎用つや消し塗料

ビーズコート無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSiは、無機有
機ハイブリッド樹脂・ふっ素樹脂・シリコーン樹脂と当社独
自のラジカル制御技術により、塗膜は耐候性に優れ、長期に
わたって撥水性を維持します。



《超撥水》無機有機ハイブリッド樹脂/ふっ素樹脂/特殊変性シリコーン樹脂

ハスの葉から流れ落ちる水滴のように、ロータス効果で外壁を保護します。

ビーズコート無機
超撥水 ラジカル制御形 特殊変性無機有機ハイブリッド樹脂塗料

超撥水 ラジカル制御形 ふっ素樹脂塗料

超撥水 ラジカル制御形 特殊変性シリコーン樹脂塗料

超撥水 ラジカル制御形 特殊変性シリコーン樹脂塗料

超撥水 特殊変性シリコーン樹脂つや消し塗料

超撥水 ラジカル制御形 特殊変性シリコーン樹脂塗料

ビーズウォールSiハルス配合
ハルス配合

ハルス配合

ウォールバリアNBシステム対応

NBシステム（ノンブリード）の特長
ウォールバリアＮＢシステムは、シーリング部の汚染やひび割れを
抑制する、ヘアークラック充填効果のある、窯業系サイディング
ボードの改修に最適な次世代型改修システムです。

・ ビーズウォールSiは、NBシステムに対応する柔軟な塗膜性能を有します。
・ シーリング汚染を抑制するには、下塗りとして必ずWBリメークサーフNBをご使用くださ
い。 WBリメークサーフNBは幅広い上塗り色に対応するため白色から濃色までの標準色
8色を設定しております。
※詳細は、ウォールバリアシリーズ見本帳をご参照ください。

屋外曝露試験 〔試験方法：屋外曝露8ヶ月〕

変性シリコーン系シーリング材面

上塗り：ビーズウォールSi
下塗り：WBリメークサーフNB

変性シリコーン系シーリング材面

著しい汚れ・割れ発生

上塗り：一般水系つや消し塗料
下塗り：一般水系シーラー
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※下塗りには、WBリメーク弾性フィラーRE、WBリメーク弾性フィ
　ラーEPOを使用してください。 ビーズウォールSiの下塗りには、
　高弾性改修用下地調整塗材リメークソフトも使用可能です。
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上塗り［共通］

（NBシステム除く）

●素地は、十分に乾燥させてください。(含水率10%以下、pH10以下)
●気温5℃以下、湿度85%以上または結露が懸念される場合は、塗装を避けてください。
●塗料は十分にかくはんしてからご使用ください。うすめすぎは、スケ・仕上がり不良などの原因になりますので注意してください。
●塗装後に結露を生じますと、塗膜がタレたり、シミになりますので、冬期や雨天の塗装には、十分ご注意ください。
●各工程の塗装間隔は、所定の時間を厳守してください。
●塗料の取扱い時、塗装時は、換気を行ってください。また塗装後も乾燥のために、換気を十分に行ってください。
●新設塗装では、必ずシーラー（下塗り）を塗装してください。吸い込みの著しい面などは、予めワイドシーラーＥＰＯまたはカチオンシー
ラーＥＰＯを塗装してください。（基礎巾木専用品は除く）
●段差、巣穴、ひび割れ及びボード類のジョイント部などはパテまたはラフトンカチオンSCフイラーなどで平滑に調整してください。（但
し、外部のパテ使用は不可)
●シーリング材への直接塗装は、シーリング材が十分に硬化していることを確認の上、シーリング材上でのひび割れ低減効果がある〔下
塗〕WBリメークサーフNB、〔上塗〕ビーズウォールSiの塗装を推奨いたします。その他〔ビーズコートシリーズ〕をシーリング材へ直接
塗装する場合は、塗膜に割れ、剥がれ、汚れを生じることがあるため行わないでください。やむを得ず塗装を行う場合は、必ずシーリング
材が十分に硬化していることを確認の上、予めラフトン逆プライマーを塗装してください。（ポリサルファイド系シーリング材の場合は2
回塗りしてください。シリコーン系及びブチルゴム系シーリング材へは、塗装を避けてください。）
●ALCパネル面は、ラフトンカチオンSCフィラーまたはスズカプラサフで全面に、素地調整してください。
●取り付け金具、くぎ頭などは、予めさび止め塗料で拾い塗りしてください。
●外部塗装での赤、黄色系の使用は、他の色に比べ保色性が劣りますので、留意ください。
●吹付け塗装の場合は、飛散防止に十分注意し、養生などを行ってください。
●ベンチ・ジャングルジムなど人が乗る物、またテーブル・カウンター・棚など物を置くものへの塗装は避けてください。
●補修塗りは同一ロットの塗料を、同一の塗装方法で行ってください。
●塗装後のはけ、ローラーなどの用具は早めに水洗いしてください。
●カチオンシーラーＥＰＯは、一般の水性塗料に用いた塗装器具を共用すると固まりますので、ご注意ください。また小分けする際はプラ
スチック容器をご使用ください。金属容器の場合、サビを生じるおそれがあります。　
●ビーズコートシリーズの撥水性能は、塗装後2日程度（23℃）で発現します。水系塗料ですので、撥水性能が発現するまで水となじみや
すく、結露や降雨など、水分の影響により雨ジミなどの不具合を生じる場合があります。特に黒や茶などの中濃色については雨ジミなど
が目立ちますのでご注意ください。低温時や高湿時、養生シートなどで風の通りが悪い場合などは、造膜（乾燥）が遅れますので、天候・
気温・雨養生など、施工管理に十分ご留意ください。また、造膜後も水が長時間溜まる部位や、濡れた雨具などが長時間接触する状態に
なると、雨ジミなどの不具合を生じますのでご留意ください。

●取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してく
ださい。
　防塵マスク・頭巾・保護めがね・長袖の作業衣・えり巻きタ才ル・保護手袋・前掛けな
ど
●容器から取り出す時に、こぼれないようにしてください。もしこぼれた場合には、
布やウエスで拭き取るか、 砂などを散布したのち処理してください。
●皮膚に付着した場合には、直ちに多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外
観に変化があるときは、医師の診察を受けてください。
●蒸気・臭いなどを吸い込んで気分が悪くなった時には、空気の清浄な場所で安
静にし、医師の診察を受けてください。
●目に入った場合には、直ちに多量の流水で洗い、できるだけ早く医師の診察を
受けてください。
●誤って飲み込んだ場合には、直ちに医師の診察を受けてください。
●取扱い後は、手洗い・うがい・鼻孔洗浄を十分に行ってください。
●容器は密栓し、40℃以下で子供の手の届かない一定の場所を定めて保管して
ください。特に下記の場所の保管は避けてください。
　雨水や直射日光の当たる場所・高温多湿の場所・潮風の当たる場所・凍結の恐れ
のある場所など
●捨てる時には、産業廃棄物として処分してください。

◆ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi

20/10

NBシステム（シーリング汚染抑制・ひび割れ低減仕様）
◆ビーズウォールSi
■窯業系サイディングボード

下塗り

上塗り

2

3

WBリメークサーフNB
清水

ビーズウォールSi
清水

100
1～3

100
5～15

0.3～0.5

0.12～0.20

1

2

3時間以上
2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

［下地：一般窯業系サイディングボード］

●WBリメークサーフNBの膜厚が不足すると、ブリード抑制、ひび割れ低減に必要な効果が得られませんの
で、所定の塗付量を厳守してください。●シーリング材の施工は、シーリング材メーカー指定の養生期間などの
施工方法を遵守してください。また、低温時の塗装、２液形シーリング材の撹拌不足、増打ちなどの薄膜シーリ
ング部の硬化不良、表層のみ硬化し内部が硬化していない場合など、シーリング材の硬化不良・肉やせによりブ
リードやひび割れなどの不具合を生じますので硬化状況を十分確認の上、塗装してください。●シリコーン系、
ポリサルファルド系などのシーリング材には塗装できません。●災害、交通量の多い道路脇などで建物の振動が
頻繁な場合、目地幅が広い場合など、シーリング材の動きが著しく大きく、WBリメークサーフNBの伸縮性を
上回る条件の場合、ワレを生じることがあります。予防策として上塗りと同系色のシーリング材を施工して頂く
ことにより、万が一、塗膜のひび割れを生じた場合にもひび割れを目立たなくすることができます。

◆ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi

使用可能上塗：ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi

使用可能上塗：ビーズコート・無機・F・Si・BIO・ビーズウォールSi
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